
 
 
 
 

　ウェルビーイング向上 －身体的側面－ 

   

 

　 
◆　児童・生徒が生涯にわたって身体的によい状態を 

　保つ上で、できるだけ早期に健康な心と体をつくる 

習慣を形成することは極めて重要です。心と体を一 

体として捉え、心身の健康の保持増進を支える習慣 

を学校が家庭と連携しながら形成することは、義務 

教育の重要な責務です。 

 

◆　羽村市では、「幼・保・小・中　望ましい習慣の形 

成　－社会の形成者としての基盤づくり－」と題す 

る一覧表を広報誌「はむらの教育」に掲載し、全戸 

に配布しています。 

そこには、「健康な心と体をつくる」習慣を形成する上で必要となる主な事項を、発達段階ごと

に、「学校・園で行うこと」と、「家庭で行うこと」とに分けて記載をしています。保護者会等で

情報交換を行うなどし、連携して取り組むことが肝要です。 

 

◆　運動、食事及び睡眠に関する望ましい習慣の形成は、生涯にわたりウェルビーイングを支えま

す。運動の楽しさや喜びを味わい、継続して親しめそうなスポーツとの出会いは、豊かなスポー

ツライフにつながります。健康によい食事の摂り方を知り、体に必要な栄養バランスを考えるよ

うになれば、やがて自ら望ましい食習慣の形成に努めることになるでしょう。心身ともに健康な

生活に質のよい睡眠が必要なことを実感した子供は、早寝・早起きの尊さに気付くはずです。 
　　私たち大人は生涯にわたる「幸福の種」を、子供たちにまき続けたいものです。 
 

※「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」…「源流」第 107 号～110 号 
※「はむらの学校教育とウェルビーイングの向上」…「源流」第 111 号

源 流 
第３１０号　　教育長　　儘田　文雄 

知・仁・勇がそろって、理想の人物になれる 

 

 

 

 

（訳）知者は知識があり、判断力もあるので、迷うことがない。 
　　　仁者はゆったりとした穏やかな心をもっているので、心配することがない。 
　　　勇者は強い心があるので、恐れることがない。 

出典：「壁を乗り越える論語塾」安岡定子著（ＰＨＰ研究所） 

 

知者は惑わず、仁者は憂えず、勇者は懼れず。 
ち し ゃ まど じんしゃ うれ ゆうしゃ おそ


